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要因分析

【必須】
　円滑な警察活動により、各種犯罪に対応したことが目標達成につながったと考えられる。

改善の方向性

【必須】

　今後も警察活動を円滑に推進することで、検挙率を上げるとともに犯罪を抑止し、県民の安心安全な生活確保に

努める。
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KGI種別 上がると良い指標 R  5  年  度

令和５年度　　事後評価シート
施策 32  犯罪に強い安全な社会の確保

K　G　I
①人口1,000人当たりの刑法犯認知件数

【基準値】4.57件（令和４年）【目標値】4.27件
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